会　　　　　議　　　　　録

	会議の名称
	令和８年度第１回藤井寺市地域包括支援センター運営協議会

	開催日時
	令和８年７月３１日（金）午後２時から午後３時２０分まで

	開催場所
	藤井寺市役所　３階３０５会議室

	出席者
	委員

会長　　　　 山鳥　忠宏　（保健・医療・福祉の代表）
副会長　　　藤井　達也　（介護（予防）サービス事業者の代表）
委員　　　　城　浩樹　　（保健・医療・福祉の代表）　
幸田　正則　（保健・医療・福祉の代表）
岡野　明美　（学識経験者）
佐々木　利枝（被保険者代表）
籔内　明代　（被保険者代表）
事務局　
健康福祉部高齢介護課課長　　　　　　　　　　　　澤多　良明
健康福祉部高齢介護課課長代理　　　　　　　　　　佐伯　憲隆
健康福祉部高齢介護課高齢者福祉担当チーフ　　　　野口　雅俊
健康福祉部高齢介護課総務担当チーフ　　　　　　　佐藤　美早紀
健康福祉部高齢介護課総務担当　　　　　　　　　　宇陀　貴志
健康福祉部高齢介護課サービス担当　　　　　　　　井伊　加奈

説明員
藤井寺市社会福祉協議会事務局長　　　　　　　　　　　　　　前原　由幸
藤井寺市地域包括支援センター長　　　　　　　　　　　　　　石山　直哉
藤井寺市地域包括支援センター係長（社会福祉士）　　　　　　羽根　武志

藤井寺市地域包括支援センター主幹（保健師）　　　　　　　　漆島　典子
藤井寺市地域包括支援センター副主査（主任介護支援専門員）　山本　栄枝

	会議の議題
	（1） 会長及び副会長選任について
（2） 令和７年度決算及び事業報告について
（３）令和８年度予算及び事業計画について
（４）その他

	会議資料
	・「令和７年度決算及び事業報告書」

・「令和７年度自己評価表」

・「令和８年度予算及び事業計画書」

・「藤井寺市地域包括支援センター（指定介護予防支援事業所）委託契約を締結した指定居宅介護支援事業所」

	会議の要旨
	藤井寺市地域包括支援センターにおける令和７年度決算・事業実績・自己評価結果の報告及び令和８年度予算・事業計画の説明

	会議録の
作成方法
	□　全文記録

■　要点記録

	記録内容の
確認方法
	■　会議の議長の確認を得ている

□　出席した構成員全員の確認を得ている

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	公開・非公開
の別
	■　公開

□　非公開

	傍聴者数
	０　人


	審 議 の 内 容

	○事務局より、本日の会議が成立した旨の報告
○委員、事務局職員及び説明員の紹介
○議題
【案件①】会長及び副会長の選任について
　　◎本協議会の運営について本協議会規則第5条の規定により、地域包括支援センター運営協議会の会長に山鳥忠宏委員、地域包括支援センター運営協議会の副会長に藤井達也委員を選任する。
【案件②】令和7年度決算及び事業報告について
　◎「令和７年度決算及び事業報告書」にもとづき、石山センター長より決算報告、羽根係長より事業報告を行う。

＜報告内容＞
①収支決算報告、②総合相談支援業務、③権利擁護業務、④包括的・継続的ケアマネジメント業務、⑤介護予防ケアマネジメント業務、指定介護予防支援業務、⑥任意事業（認知症サポーター養成等事業、介護者同士の交流事業）、⑦認知症総合支援事業、⑧生活支援体制整備事業、⑨地域ケア会議、⑩その他（センター主催研修・事業連）
◎「令和7年度地域包括支援センター自己評価表」について、羽根係長より報告を行う。
◎質疑応答
　（A委員）
総合相談支援事業の初回相談の実績で電話が減少し来所が増えている。相談区分で介護に関することが減っていて、認知症や権利擁護が増えているので来所の増加につながっているのか、ということと、介護の相談が減っていることは、介護に関しては一般的に知識として持っていて、情報提供というよりは本当に困っているという相談であるのかと想像はしているが、それらに関して考察していたら教えていただきたい。
（包括職員）
相談の件数に関しては、テレビなどで高齢者の問題が出てくると必ず最後に地域包括支援センターに相談したらよいということが言われており、最近であるとAIに尋ねたら「包括に相談」とでたので相談に来た、というケースが増えている。来所の方が多くなっていることに関しては、実際に電話ではうまく説明できないから来所したという方が多い印象を持っている。
（A委員）
自身で包括の研究をしている中で、多職種と連携を組むよりも包括の三職種の中できっちりと情報共有しておくことがまずは大事だというデータが出ている。藤井寺市地域包括支援センターは三職種全員のレビュー会議をされているが、他の包括では行いたいがなかなか業務に追われて開催できない、開催するという意思を貫けないという相談もあるので、三職種会議を継続して開催出来ている秘訣を教えていただきたい。
（包括職員）
毎月1回開催している。ただ、対象人数が多いので、2か月に1回発表という形にしている。レビューシートを作成している。個人でケース対応することが多いが、担当がいないときも多々あり、他の職員に対応をお願いするということはどの職員も自覚している。その時に共有できていなかったらスムーズに対応できない。また、レビュー会議だけでなく、毎日朝礼昼礼を行っている。朝一に当日の動きを説明、ケースの共有を簡単ではあるが行っている。昼礼に関しては午前中にあった動きを共有している。その延長をレビューという形にしているのでそれが功を奏しているのかと思われる。
（A委員）
生活支援体制整備事業に関して、前回も聴かせてもらって、素晴らしい活動だと思っている。
地域の人材を確保するということが非常に困難、高齢化に伴い人材も少なくなっている、だんだん活動がフェードアウトしていくような状況で、人材を確保してその方々が動いていただけるようにしているのは住民性なのか、定かではないが、住民のつながり、人材を確保するコツや、意識していることをご教示いただきたい。
（包括職員）
まず、母体が社会福祉協議会というところが大きい。地域づくりをするのもすべて住民のニーズであると思う。ニーズの変化にその都度コミュニケーションを図っている。活動としては、住民に対して「こんなことをお願いします」というお願いはしない。課題があって、困っていることがあると、最初は少ない人数からであるが、話し合う段階から参加してもらっているというのが大きいと考えている。また、藤井寺市の担当者との連携が良好であるという点も大きな要因であると考えている。
【案件③】令和8年度予算及び事業計画について
◎「令和８年度予算及び事業計画書」に基づき、石山センター長より予算説明、漆島主幹より事業計画の説明を行う。

◎質疑応答
（B委員）
自立支援に向けた重点課題で、認知症や権利擁護に関しては非常に充足していると感じるが、介護を必要とする前段階への介入はどうなのか。早い段階でリハ職や医療職がかかわれば自立に向かう、それは早ければ早いほうが良い。
（包括職員）
介護保険を使用する前の自立支援に関しては、今まさに重点的に取り組んでいる。認定を受けようか迷っている方、認定はあるが介護サービスを利用するか迷っている方に対して、「いきいきアドバイザー」という取り組みを行っている。アドバイザーが訪問し、必要に応じて訪問・通所の短期集中リハビリのサービスを行っている。
（C委員）
例えば、ご近所の高齢夫婦の件で、どこまで自分たちが介入してよいかわからない。ご近所の方なり、家族なりから連絡等あれば介入もできるが、何も知らされなければ何もできない。地域の人間としてはどのように立ち入っていけばいいのかわからない。
（包括職員）
気になるけどもどこまでは行っていいかわからないというのは本当に大変なところ。そこで、住民の方にも変わってほしいと思っていて、「困っている、助けて」と言われたら行動もできるが、なかなか「助けて」ということを発信されない。なので、皆さん「助けられ上手」にならないといけないと考えている。また、そのような心配があるときは包括に相談いただくと一緒に行かせてもらうこともできる。そんな形で連携できたらいい。
【案件④】その他
　特になし
◎委員感想・助言
（D委員）
民生委員をやっていて、地域に認知症の方がいたら見守りなどを行っている。施設等への入所が安心であるのだろうが、住み慣れた地域で暮らしていきたいという希望が強いので、そのような方に対して効果的な支援など構築できれば良いと思う。
（E委員）
ケアプラン作成というのは非常に大変で、たくさんの事業を行いながらプラン作成等大変であると思うので体に気を付けてやっていただきたいと思う。
（F委員）
介護サービス相談員をしている。実際に施設利用されている方と話をする中で、施設に入所している方はケガをしたり、転倒したりという心配は減るが、個人の選択肢がなくなってしまうので、入所自体が個人の望んでいることかどうか、ということを考えている。短期集中サービスの動画を見たことがある。たくさんの人が利用でき、できるだけ家での生活が長続きするようになるとよい。
〇閉　会
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